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Thirtv－宍ixintracranial tumors, which were surεically excised 乱tKyoto llniversity 

Hospital, were carefully studied hv combined histological and tissue culture methods. 

(See Table 1.) Particular efforts were concentrated on chromophobe pituitary adenoma 

as well "" on pinealoma. Throughout the メeriesan attempt was made to finding an 

an同verto the question . To what extent are the morphological differences in histology 

reflected in tissue culture? 

1) Eleven川町、 ofchromophobe pituitarv adenoma were cultured successfully with-

out a failure. 九ligrated tumor cells were arranged in three different fashions, corre-

sponding well to the three different types of their histological characteristics. Cultured 

cells irom diffuse typぞ of chromophobe pituitary adenoma tool王 diffuse arrangement, 

sinusoidal type showed colonial arrangement and papillary type demonstrated cord-like 

arrangement respectively in tissue culture, as shown in Table 2. 

2) Two 仁川引 of pinealoma including a case of ectopic pinealoma arising from 

chiasm were cultured with succ引丸 Both demonstrated similar morpholo民icalcharacteristics 

in tissue culture. Two different cells, large and small ones, seen in histological picture 

of pinealoma were also demonstrated in tissue culture. Multinucleated giant cells were 

observed to be formed from lar貯 rcells hv combination of amitotic division and cell 

fusion. ¥Jo glial cells were found in outgrowth throughout the procedure. Control 

culture of pineal bodies excised from healthy kittens and calv引 exhibitedout広rowthof 

their parenchymal cells and magnocellular multinucleated cells, which resembled verv 

much the larger cells and multinucleated只iantcells seen in tissue culture of pinealoma. 

3) Migrated （℃lls in tissue culture of medulloblastoma resembled those of mammalian 

cerebellar external granular bver in their characters as well 川 intheir morpholo宗ical

appearances. Outgrowth of both neurite-like processes and immature glial cells 'Nere 

京本論士；の·－«おそ J;j~ 51亘！神経ijljJlj！紫，｝；会（ 1964年 3月 於市京）使r;;n川i司日本精神神経ρ＇／＇.会総会（ 196-1年 5

月 於椛岡）号発表した．
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け｜）附nul.Mature副ialcells were also seen in the later 山以じ ofculture. 

1) Fairly typical astrocytes and oligoclenclrocytes were cultured from cerebellar出 1れい

仁川omaand cerebral oli広odenclrogliomarespectively. Tissue culture-of epenclymoma was 

unsusses『ful.

5) ＇［、！：＇＞~LIじ culture in cases of glioblastoma multiforme demonstrated more active 

migration of cells in comparison with other gliomas. Their outgrowth was mainly con-

、i刈日lof immature glial cells, but mature astrocytes and other glial cells were also 

oh-,L・nTd in some cases. Multinucleated giant cells were occasionally seen, which seemed 

to be formed by amitotic division. 

6) In tissue culture, no glial cells were seen to migrate in one じ礼町 of so-called 

giant-celled glioblastoma, which may be of significance in relationship to Ih pathogenesis. 

I.緒 論

1907年に Harrisonが蛙の脊髄をリンパの中で繕養

しp 神経線維の体外発育に成功したのが凡そ組織培養

の！！t>J-.'.JJ山一歩であると同時に，神経組織の組織培養

の初めでもある．その｛を Murr川氏 Kopeckの Biblio-

ι！汁ph）にみられ乙虻lく，組織培養法による数々の研

究がなされてきた．しかしながら暗乳類の中枢神経系

を培養の対a象とした研究はそのれきわめて少し H日目

以＂＂・ Pomerat一派p さらに本11；においてはp 中沢，中

井， lli'd本等の一派によるのHt:Jゐその主なものと言えょ

っ．

jjlJ1'ilH)1坊の組織培養はp 1925年 Fischerおよび

Kiaerが肉腫の研究中にたまたま経験したのがその最

初であり，その後 Cushing門下の Kredel( 1928, 1929 i, 

Bue kl引 I］り三り）および Buckle¥・ S: Eisenhardt 0929) 

等によって，その本格的な研究が始められた.J〔：L、で

1933年に lむ1吋II 必 Bland は 6 例の、1»ng1• 仙台、t• 川ld

multiforme, 3例のは、tr<川 tけma, 1例の oligodendro-

gliomaおよび l例の medulloblastomaの培養に成功す

ると共に，翌日31年には Baileyのいわゆる市川gi<-

bla,toma fJOlare が＇）~It piloid .t>tJuc＼いmaである事

を培養によって証明した． さらにまた彼等は oligo

den<lrogliomaかけ、trocytom；《iか種々ぷij｝・の絶えなかっ

たりpttcgliomaを培養し，出tr川、te＇のみを得たと報告

している. 1935年に Cmti 等はりligodendrogliomaの培

養によって！~ド〉れた olt日明lendrocytes に所謂 pulsation

f見出しP 1937年には Pinkusが日ltohL1刈けma2例の

長期培養に成功y 次いで1938年p Ru出ell氏 Blandは

培養せる meningiomaの細胞形態および成長様式の観

引からP その arachno1rlalnatureである事を実証して

し、石田 その後位十II差顕微鏡の実用化，抗生物質の発

見，廻•l\d ；＇；建 i'J；、可J）約rJ以：「J)Jf＋ 人 lこより，組織培養法

は長Jιの進歩を遂げた．この事は脳種協の培養におい

ても例外ではなく，＼lurray ( 1939, 1940, 1942). 

Timof。引、kt(1946), Grace I 1引 71，λlbrinikrl953), 

Costero & Pけmerat 11~551. Lumsden (1955, 1959, 

1963), I旬、tin日I1961), L1" (1962）等が次々とその

研究の成果を発表している. :fh通lりにおいてもP 松凹

(19・13 I，油川等 (1951,1り.・JJ,1957），佐藤・中井・佐

野等 (1957, 196~. 19631, 所（1959), 景山・多国

(1964）可による脳腫疹の培養所見が判告されている．

そもそも脳腫場の中lこ（む！亙々 ijlーの形号なした細

胞の集団のみが麗疹を形成する事がありp 為にその組

織培養においてF 一つの種類の細胞のみ号純いのff;て

間Jれしうらflj円小あら．さらに著者らが！叫に発表した

如く，組織J円安出土腫場細胞産生母地の考究にも有用

でfJ仏、腫場のli.',ll:il'・J悪性度との関係の追求に i，，ま

た屡々有意義である事が認められている．脳腫蕩は個

々の腫協についてp 種々の問題が分類学的にも腫蕩発

も’河内にも υo/(,1，のまま残されているわ，そのみぞlこ

対して組織培養の占める価値いかなけ大きいものと考

えられる．士た事実既述の諸研究（；~＇脳腫場の分類や

細胞構成の解明にかなり大きな Ll献をなしてきたので

あろ．

脳腫場の組織培養はl!'Liこ述べた如く，内外の研究者

によって数多く試みられてきたが，その所見に年j寸る

見解は必ずしもi古に一致せr，時には全く異った形態

の細胞を同じ名のもとに発表している場合すら見•＇：（け

られる．さらにJ-:＇；首？によって 1日られた細胞の形態およ

びJ門 j•(r:?;, l¥,¥Brむらにおける組織像のそれらとよく一致

する場合もある小，一致せよっJt7(;'.fもまた多くみられて

いる．その様な生；〉通起る原因のーっとしてP 学者によ

って腫場組織像の分fJ'jが必らずしも字数しない事が挙
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げられて然るべきであろう． 箸行は その.er味におい

てp 培養骨量を出来るだけ詳細に原腫磁の病f!Jl組織像と

比較倹討する事に努力をi土らった．

著かま1963年5月より 196.J年12月までの聞に，京担i

大ザ九今’川外科学教室第一講座において創出された頭

蓋内腫疹のうち39例を選びp その うち36例の組織培養

に成功p その培養像を原腫協の組織像と比較し詳細に

検討を加えた．就中，下垂体腺腫ならびに絵果｛本麗揚

については，その報告例も成功例もきわめて少いので

皆ιi;l:特にその両者に重点をおいて考－~~を加えた．

II.材料，培養術式および観察手段

十；1j'いますべて手術室において無繭的に得られたもの

を， Hanks,• ·i J・;,," fl'! 1作泌を入れた二重蓋胤により！！！~品川、

へ巡「九 rr'Cちにそれを細切し，下記の培地ならびに栄

養液を用いて短柵姐転培養法 (fh-mgcover-,lrp roller-

tube meth＜刈）により3TC～守：r;.:;C Ill～12 rphで士宮食

した．必要に応じて押しiiiし司法ーや，；－＿！；＂11novによる

double c• "-.・r－、lipmethodなども併用した．培養液の交

f.f<:ll原則として毎週これを行い， M:iximov語、におい

ては 3日Ii 1u~に行った．

山 本J，~J也（= pla,ma dot) 

hepannized rcx"ter I》Lioma 

chick embryonic れ tract

( l-Li11l、、弘行%で 1

'r:rをif<!(=fluid medium) 

I drop 

1 drけp

l：こげ1釈 i

可 L H. 75'',, 

仁川If皆 川 Ill 25?; 

なお仔牛Jlll消と Y.L. H. との/Ji:合比を極守安えて

flili ’ J~ i!-~ をぷh, t記d.／：合比で もっとも旺T,i~ な 1ri育を

認めたので， 1~ seriかの全例を通してこの比率を保っ

た．

観察はすべて位相差［顕微JQによって先づ行L・3 しか

る後十ウ本を JaどりIN1n氏法によって固定.·M＇.~ し，必

咲lこ.UC:.じて l比t'll

’為色および 11,x]j;111、pre》targ叶’i乃色1(<;；白を併用した．

Ill.培養成績および考察

岩昔が｝~f養を 1〆u与た頭蓋内腫4必のf存： ！）＜＜（ ま 39f制lj , うち

t’1 

織t宮建成仙l：；為 li表のk口くであら．

以上の培養成績より 1~｝た新らしい知見ならりに潤題

となるべき諸J誌を次に（刊重叫仰に挙げ，その側々につ

いて検討し，かつ考察今加えてみたい．

Table 

r,・peリfTumリr、

I九turt町、 Adenけma

Pinealoma 

Me11ingioma 

Craniopharyng1omo 

Sc・＇＂＇‘旧日川na

Cerebral礼，tr，.：、t川 na

Cerebellar A、tr山、tリma

Ol1g1>dendrugliuma 

Ependymoma 

(;[i，，［山、1什rmMultiforme 

N，ー山lied( ;1a11t-Celled 
(;lt<•hL1、t••lll.t

M町lul[,,J,J;.,、；＼＞＜Illa

TUTλL 

No. of C‘ 
討llじu、、lul 

. .¥ttempted 

11 • 11 

z I z 
1 l 1 

2 i I 

1 i 1 

2 i 2 

1 ' 0 

I~ , 12 

4 ! 3 

39 I 36 

Pituitary Adenoma 

【所見および培養成縦〕

答者1:；総数llf切！の ιhrumoぃh《＞be pituitar) adenりma

について組織培養をl式み，その十［刊に おいて成功し

た．腺日重~Ill胞は通常培養iセ 3 日目頃より滋出 （migrn

tionJを始め＇ 7日日頃より 15日目頃にかけて最も旺盛

な発育を示しP その筏徐々に退行変性を示し， ーii昼臥

匂lから 5週間頃にかけて略々完全に消失した，；；， 3例

においては70日以上に も亘って腺腫細胞の生存を記録

した．そのgn川 thpatternは心叫t'rO らの調う第4/lj( 

叩，寸なわち 111111・1 料、uc-l•>rming-pat股rn を呈し， lま組

織の扇平化と共に diffu吐・に腺腫細胞の託手出を認めた．

しかし 五日目頃から個々の腺極細胞はIiらばらに濃出

しp l週目頃にはりJに述べる僚にp ほ組織の腺腫細胞

の配列にかなりよ く対応した配列様式を示した．似Jl.!ll.

細胞以外には，培養俺2日日頃より fibrohl:i>bの悌仕I

を全例の約半数で認めたが， これらは腺腫細胞の消失

後もなお旺確な発育を示した．

主主些堕置の坦坦皇垂ーてもっとも；i喧主でき事室
は，その培養細胞が凡そ 3通りの配刊を示し，夫マそ

のほ組織の病抑組織学的細胞配列とかなり よく一致し

ていた事であ ど， その第 1は特別の配列をとる事な

し初期の状態をそのまま維持して diffuseに腺腫細

胞が瀞出した もので， II例中 3例にみられた． この形

のものにおいては， 制胞は円形ないしは不規則多角形

丸大体円形または卵円形の核とp 円形の細胞質とを

i，つ ものが多かった．大多敬IJ:単核であったれ，所々
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2伎の細胞もみられた．｛、l,I, IO凶）

お2の配列It，細胞が，，.卜Jjをなして十｜｜集う傾向の強

いもので＇ I l例中 3例に認められた．個々の細胞の形

は円形ないしは十i;JH[IJ多川l彩の もの弘主で.hり，核の

性状その他 I,1iii i'iと殆んど差をみなかった. 15. 8, 11 

｜羽）

れ3の配列は， 1'!1,ffl点状f¥11叫ご，この傾向はll例中

3例において著明であった．すなわち利illfJli柑速なっ

て cordil(I二伸びる傾向を示し，さらにその細胞索の

先端が巻きこんで遂には一つの腔をとり凶んだ腺様構

造をと るものもみられた.fl／，／々 の車Ill胞の核や制fl胞質の

形態およ びnニ状lt，前2者と 'if;んど兵る 1il［・がなかっ

た. Io, 12図）

細胞は一般にJとが“く， l~j 々円任状を呈したが，細

胞境界は比較的鮮明であった． l例においては，内肢

をとり閉んで全〈見事な腺様構造を呈したのが観察さ

れた. ( 9凶）

以上何れの引にあって も，核の中には rn ~ 、小川m.ilin

の配列を示すものが多く，細胞質は .L1cohooll および

PλメOrang←G令色で特別jの分、i・i:'.~~ll粒を認めなかった

れ， 細胞内は比較的 granularであった．細胞分裂像は

11リjしの型においても全く見、＂ iらなかった．

他の 2例においては，腺腫細胞の発育を認めは した

わp ごく僅かであったゐその配列嫌式が明i阪でなく p

上述の分類から除外した．

以上の上告糞上異った配列を示したものを，同組織腺

)J重和II胞の配列と比較すると，第2表に方、一干卜｝《になる．

Table 2 

l'.11i 

－~ 1、． メJllli"'i《I.ii"-I >rfluse I lrlluse 

ル1K. l>ri111、t Diffu、ピ

K. T. I lr!f＂、ι Diffuse 

N. I. 討lllll吋》l《l巳ii Colonial 

F U. 日llli1"11'Ld Colon1:d 

メ F. Sin11、＜lld:rl c. ,,, >l)J;tf 

:-., () Diffuse S I ';iprlbr、 c.旧 I-like

E. S. Papillarv Cord-like 

H. N. Papillary Cりrd-like

く報告さ れてし、るが，下垂r-4，腺11'重の治養は小成』l)Jに終

った同小多い．防災民］には1939年にまず 仁川氏 Lr<i-

1"lgtι が ιlinm10phobep1tllita円川krn川M を培養して細

胞のi峰山を，ii.めたと報告しているのが文献にみられる

jは初であるが，その性質については明瞭で無い． ；；くい

で1943年松111;;>l1Jlt色素性l保脆6例についてその組織培

養をtバみ，うち 」例において成功したと報告している

のが本 11；における 11 ~ 初である ． その後 Lumsden，所，

油川らわ同じ く下垂体腺随の組織培養を試みている

7・p 何れもが1;'<.JJJに終ったと報告している． 1961年

Kc トl111g ：土IO例の応義をI試み 6例に成功した と報告

しp dill l川i に配列した細胞のJ1!/'11'1を筒1'[f.1こ記載して

いる．

11二常組織に比してiii[!lゐ組織の培養は成功率が低く，

中でも下垂体＠8重は 11~ も培養し雌いものの一つである

と従来より信じられてきたれ， 皆川 tf>:f刊においてそ

の組織培養に成功した．この事は略々J111.ti！的な制’｜の

もとに刻出さ jした腫場組織片七 完備せる設備の中で

培養し1~I た白Hに向う所が多かが， さらに塩類溶液とし

て Y L. H.を用いる事により，怒って Pomernt等が

示唆した如く液体培地中の gJi1c1N＇ 含有震を従前の堵

地にみられる比率より著しく l刈めた事p および 百 L.

H とも・：：・1(11.消との混合比が適、＇ iであった事等にも，そ

の成功の一因が潜んでいるものと山 ijLる．

chromophobe l山Ill川、 adt·11• 川いの病理組織像として

；－.しれから大別して 3つの形が’fげられている．すなわ

ち ridiiN' いl町 （I l辺j，、，Ol1">id;rltype ( 2凶Jおよび

pa pi川aryいpc・( 3 （当｝の3型であえ；人 これら 3つの形

の差は必らずしも絶対的なものではなく， r-irr的また

は中間的な配列もlぽマみられ，また異った 2つの配列

・H,JWrに（｛{1する場合も見交けられる．しかし此処に

おいてきわ灼で 1 ：~i 11 1 •、F，る ι·J;'U t，第2表に示した如く

著行ぶ組織J白書きによって得た以極細胞ウりそれ らの国・

組織にみられた制l胞配列の特徴をた円、において示した

事である．すなわち＇ /:j:制［仰が dilitN＇な配 中リをとる

ものlt組織培養上でも diff useな腺腫細胞の配列を示

し cI, I, JOI吋I'Jilli＂削 laltypeのものにあっては細

胞がljミ卜Jjを形成する傾向を示し 1.->. 8, 11 l対r, また

papillan・ J¥・1 r のものでは 川 cl-likearrangementを示

すたわち江l2ぷにぶされる如く，病；盟組織像の細胞 した （6,12凶）. J:}/!tによって得られた細胞がか くの

配列機式と，培養上でみられた細胞配列の織式との間 如く l:J:IJ<f(ii;j組織と よく ・放する配列を示した原因につ

にはかなり物接な関係の俗する耳iわうかがわれた． いては 11/Jll~t でないか，培地 ・培養液等法養条「l'i 主 11例

〔考察および小指1 ；！~殆んど同ーに以たJ L，且つそのJ:'fをの時期も偏する

ruとから.ir：，；；；；悩干 11'f1叫＇）車ll｛：山J:';'.r竪1ilj-¥.!,1；，かなり多 • ]>;)>Iii＼かったのでp かかる傾i 1 '•Ji t!;'; F主Y::1・1:.・1差と言ろ



3 -1 ~ 日本V卜朴木1：月 当・n-1巻 ；~~ 2号

よりはむしろ細胞固有のものであると与えても差支え

!i!f；＼，、のではなかろうか．

さらに索状配列を示したものの中で， llJJlli,tなII以隙偽

造を呈したものがある事実はp chromophobe adenoma 

と（士言え何か分泌能力を潜有するのではなし、かとの感

じを与える．

2. Pinealoma 1 ',f いいH._・ellpattern l、I'"'
〔r!IT見および培養成綴〕

著者が組織培養を試みた松果体峰場I!,I明らかに松

'.!!:( j； ；＇~；位より発生したと思われる腫揚が I {?IJと，視点

火’；（;';j；に発生した所謂町topicpinealoma I l列の合計2

例で，そのいずれにおいても培養に成功した その病

即組織像（ 13. 14図）は共に典型的な t、刊トcellpattern 

p川町lomaにみられるものであった．すなわち大小2種

煩の細胞がその本川、をなし，大きい方の細胞は円形ま

たは卵円形で大きい核小作を伴った比！絞的明るい核

と， eosinophiliじな丸い細胞質とを もっていた． かか

る大型細胞は diffuseに配列し， Iii々 血管を伴った笠

市な結合織により区圭tlされている 部分も見’乏けられ

た．小さい方の細胞は外観的にはリ ンパ球に酷似し，

きわめてにhromatinに＇ri＼む丸い怜がその大品分を占め

細胞質は殆んど認められなかった． ニれらの小型細胞

i t主として間質に存在してし、たが所により大型細胞と

混在しているのも認めらやた．大型細胞は比較的 uni・

f<>rmであったが所々に2怜，稀には獄中長を有する多

岐巨細胞も見’主けられた（ 14図）．

｛可A ~の場合 I， その組織倍養では， 培養後36時間日 tこ

~i;Y>て構成ぷ細胞のHけ｜！引な ；mtlがi立柑差顕微鏡により

悦のされた．すなわち小型細胞はその頃よ り主として

I 1b川》l川、の聞に出現し始め，小さな円形の細胞体の

恰ん ど全体を ch川I川in に富む丸い慢出占め， ！.＇；~に細

胞質は殆んど見えなかった． 5日目頃には小型細胞が

集団をなして旺盛に出現するの小みられた（15図）．

その形はやはり円形で小さしその大部分を円形の

chromatin に’dじゃをが山めていた．位相差顕微鏡によ

る定休慨がでも， ーfaculNmti;;法による · 1~色仰木におい

ても， かかる小型車HI胞には突起が全く 認められなかっ

た（ 17図）． ζの頃から所々に同じく円形ではあるが

他の小型細胞に較べて 2倍程度の大き さをもっ細胞が

倣発的に出現した．その核の大き さ，性状ltf山の1J、1¥IJ_

細胞のそれらと守：んど変らん従って伎を略々中心tこ

して無構造な明るい細胞質が作「卜するのが他の小型車m

胞と形1/Y？庁、jIニ＼＇6あ点であった（ 171当I. ~ j恩lc'lの終

iJ 頃より，小刑事Ill胞は徐々にillI了変性を示し隊lj：膨！ヒ

してその1Jずい～川町l粒状になり，骸も車UI！抱｛↑、もその境界

が不忠.11町となり始めたが， J週間に人ってもなお， 主

として f1brけbl；川、の周辺にまた時には集団をなして存

在しているのが見られた．

大ff,~細胞も同様にJ-,.'i 主主 1{ 2 日目にしてすでにIi＼現し

たが，その大きさは小型細胞に比し透かに大きかっ

た (16図）． さらにこれら大明細胞は 7日目頃から 20

日目頃にかけてもっとも旺盛に出現し， 25日目頃より

徐引こ退行変性像をみせ始めた．しかし35日目頃に も

なお少数ではあるがその姿をとどめていた．細胞の大

きさは大小不同でp 円形p 紡錘形から不規則多角形に

至るまで形もま た様々で，時には microglia ないし

macroplu伊と見まがう様な 形すら位相差顕微鏡の上

で呈した．その険l!.i.!li市 Ifl回，時に 2個で比較的明る

く卵円形を 日して偏，（1：し， 1～2個の明瞭な核小体を

有していた．また JacolN111 J＼：；わ色法でi必れする数個

の小頼粒を細胞質内に もっているものもあり，周囲に

風呂敷をひろげた様な膜をひ らひらさせた t，の も認め

られた 119,22図）．

此処において注目すべき事i士山耐を6日間頃からか

くの如く瀞出した大JJ~細胞の中にp その被に〈びれを

生巳立ものや，さらに恰も餅をびきちぎる時の様な恰

任主2 分なヒi宅金されん埜を一五:2~りうミ旦邑さ l L’ー
まだ時には胎児を聯怨！主す様tc形態をとる核すら現わ

ι主と言う 事である （18図） 士宮養後の日数の経過と

共にかかる不規則な形の核や2核以上をもっ大型利II胞

の数が漸憎し，細胞自体もその大きさを増し， 2週目

頃にIt本来の形を保｛｛すゐ大砲細胞よりも，かかる変

則的な形態をと る大型細胞の心がむしろ数多くみられ

る機になった．

大型細胞の数倍の大きさを持つ多核巨細胞は， 培養

後3日目頃よりすでにその姿をみせ始め，大型細胞よ

りやや；If}.Lて10日目頃から 3週目町！Iこかけて設も多く

出現した．その個々の大きさも時の経過と共に増大

しP 時には大製細胞の数十倍の大きさに達する事すら

あった．部分的な変性像を呈するとは言え，培養後35

日目頃に もなお大型多核巨細胞はそのおもかげをとど

めてし、た．その制l胞の形は初期におかては卵円形ない

し多角形でそれ程大きくなかが，日と JI，：に不規則な形

のものが多くなり， 大き さは上述の如く大小様々 で，

大型細胞より附ぞ大きい程度のものから，その数十倍

に及ぶもの まであった．多機細胞の l/;JU!jには通常，'Jj.い

風呂敷隙のIF'.;jリJり，そのよIfi）重って敏明をなす部分

川なも椴Cの如き1:ri象を与える事：があった I19凶）．
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終は明るく卵円形で，2JI.Ill'!_ 七千，り通常数｛岡，時には

10数(IMの多きに及ぶ事すらあった．しかし核のたきさ

はその性状と共に大~w細胞のそれ と大半なし時には

山中でくびれたNPHをそ持つものも見’交けんiL た（21.

2-il羽｝．

先に大塑細胞のJ骸の運命について記述し仕事から

巴竺！om日りそ主要綱盟喧喧喧川11it<>lll'di,・i、日」i主2
て形成されるであろ う事U：’作易に：懐像されるが， さら

に興味ある事にU:,J行委彼11 日目~~よりかかる~t実な
勺し数核の大型細胞が2個或いは数個明hかに融合し

た様な像が時々観祭さ れたのである（20,23図）．この様

な~ell I川 onーを起Lてどる 像： t ， 主 1 ：~核細胞司王

間五み恒れたのであるが，血こ l 土並埜£.？~it左拙H盟

との聞の融合像 もみられた．この事は多核巨細胞のWI

殖が大型細胞より も梢々遅れp Eつ培養日れの行必と

共に初期にはみ られなかった大関多核巨細胞eーーその

大きさは乳との大破細胞の数十fi(IこもI立ぴ恨の数もれ

十イ閣の多きを数える事すらある が出現してくる事

実とよく合致する．

なおもう一つ特筆すべき ・J主lU;'i 穫の色鮮I位を過して

日lia 性細胞を思わせる， ま たは日Ii~ 性細胞に類似し

た細胞の出亙を全i認めなかった事である．弘主 2-ffi
見は絵果休部位より得られた腫楊において L，悦米交

え；！日；に発生した凝蕩について も共通であった．

著者はさらに対象として幼若な猫，午， rat および

ma groupであると言 う説と t刊 110111.1日roupでF，る と

言う説と がえ、~·1＇［ し， またその発生l:J：飢餓についてい，

pineal <>ri白川説と extra-pinealorigin 1 non-pineal けn-

日in）説とがあった，jり著者がそのJ,.'iをによって得ア：所

見から， i欠の事実が指摘さ れるf:.lil乙＇，＇，＇.われ る．

』｝ 主 〈とも他ι辿呈lllll

ある．

ii) 巨常時手L動物絵果イ本の培養細胞と性的や干［列Eが
似ている事からみてpinea_I？~i i\in である可態畦が強い
わJ；：二，＇.'.if＞れる．

ni) 除＇tiドの’J！質事Ill胞lt全くおと なしし細胞分裂

その他何の＇It（じ1，ない様な細胞にみえながら著しく多

械の大抱細胞をつくる~－｝~：能 力があ J〕，それがこの腫
ii；；にもみ ら：fl_る．

l、，｝ ectopic pm四lomaは車ll結1iJ;'i穫によ豆E「f旦り上て

松果ff:;Ji;f立上 り党主した pin伺 lorna主金三異βなし＼

しかしなおら two-cellt、，peの pinealomaにみ られ

た小明細胞が，正常松果体組織の培養で同得ら九なJふ
った事な ど3 なお多くの問題が残され今後多 くのi定例

種々の組織像のものについて険汁を要するものである

と思われる． また1962年 P川nerat匂，1・mtを用いて

11沼市会果作を培養し 3種類の桧果体実質細胞を烈；＇；・し

ているが，これらと pinealomaの大型細胞との対比，

さらにまた他の teratomaと pin四 lomaとの培養の上

でのJt＇札 小明者Ill胞の本体の究II月等p 今後の研究にま

mou>eの正常秘果体の組織主主養を試みた．そのう ち仔 つ事ド多い

~tli と析にあっては旺盛なi芳出細胞の出現を 7+, ratに 3. Medulloblastorna 

てはごく僅かの発育をみたれ，mouseでほ全く生えな ！？列について組織熔養をl試み， 3 f刊において out-

かった．前二者においては fibroblastsや astrnnIれ等 growthの出現をl認めた．それらの中で特に 9才男児の

の松果体構成成分とjl＜に， pinealomaの大型細胞に似 小脳から得た medulloblastomaの 1例について，押し

た絵果体の実質細胞と忠われる ものも旺盛に生えて き 潰し標本及び培養細胞の位相差顕微鏡’字見，培養細胞

た．すなわち細胞の形態ム：＇ t官のH予，十全4、「ドν＇）類似等の の Jaじ

他にE証々多核の大きな巨細胞をつ〈る点もよく一致し Jt鍍銀僚本を詳細に検討したので，此処で［土そjlらの

た． し埠当し治2かる大型多核巨細胞はぐellfusi《》n によ 所見を中，心にして記述する．

って出現する像のみ見られ， amitoticdi、ision と.＇.＇.＇.i.i 〔所見および~［i 穫成W .

れる係な像はみられなかった ！お～：101や ． またほ組 ｜ま組織は w，；；：；に細胞密度の刈L、腿均で多形性が強

織の＇｝（；亨，，顕微Ji!,による検索ては，かかる多核巨和II胞の くp chromatin に富む核が郁々の形をとっていた．し

姿は全く認められなかった り3守 28図ん かしその多 く： t卵円形または多角形で，細胞質がF白人

〔考察および小括〕 ど無く，核分裂像n1J.i1’；1j・にみられた．且つ所々に nee-

pinealoma の組織培養の ｛~； 山！日J IP.iiλ どな く ＇ f基か rosisもあり， 3らにそれらの ＇.＇;Jilllの pseudo-palIiト.1d《A

に1953年 N111＜＞が原蹟務と同似の lymphoidcell及び arrangementや被の I附 11d1刊担tte様配列 も暖々 観察3

epithelioid cell をf認めたと報告しているがその詳細川 れた．腫湯はかなか’1.')!1'1こ富］..，, endothelial prolifera-

明らかでない． 1川1 も認められた （31.32図）．

t、、川-cellpattern pim .. ・ii"""'I ：ついては従来小らglio- 押し潰し標本を位相差顕微鏡てJ観察する とlヰ組織に
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みられた慌たかなり uniform な小さい細胞がその大

部分を，1;.l'l, さらに紡錘形：，いしI:移 （lJI影で uni-or 

multi-polarの突起をもった大きい細胞が所々にみられ

た．

組織培養を行ってみると，培養後24時間自に移植片

断織の全周囲より neurite-likepn町、崎、と店、われるも

のが均いよく伸び出してL、るのが必.l'lられた ＇：1s1対人

以紙状に伸びたかかる pr<ice＇＇＇＇れは培養後 5日間頃ま

で生き生きとして存在する事が位相長野！？町立による観

察で確認された；）；，培養中の何れの時期にあってもそ

れらを出す本体と恩ゎjiる細胞そのものの瀞出は見当

らなかった．なおこの neurite-likefibe目 l士 .lncobson

J t法による •.+i:色では全く染まらなかった． 上告餐後 6 日

目頃から， 上述の proce＇附は急 速にi内総しltii：／）＇ か

わって後に詳述する棟な特徴のある配列を示す小型の

腫場細胞と思われるものがやはり全周に亘って滋出

し，旺感な発育をみせl治めた．さらにこの他 fibrohLトト

や幼若型と思われる ＂＇tron・tesの出現Lこの頃から｜｜

立ち的めた．

旺毎Eなfり／＇I＇，をみせた麗疹細胞と忠われるものは 1～

－~J困4空J惰円堅争kてL注fl墾空） c~rc 
つJゴ：さL、糾鋭I彩の塑盟で＇ It々核の分~~f象を伴い， ij1.

悔または ·.~傾の突起す 1 ， ち，細胞質：こ乏しかった．ニ

れらの削Jmfさ<iljをなして欽線状に伸民寸る傾向を示

し， （.＇.~に数条の細長い突起より成る線列の i~r' ~ lの中

に， l料足して核が並んでいるが如き観を呈した．さら

にこれらの細い繊細な線維性の突起I：.屡々互に紡合

して大きな網目をつくった． ~ J.1.らの細胞』tおよそ 3

週間で退行変性に陥るまでその配列の特徴をよく j~：存

しつつ生存をつづけた （33,34図 ＇・

この様な索状配列を示す部分のl王かに，同様の小型

刊紙1彰利II胞が， 時には単独てf見われ，しかし多くの場

合は数十個相；集い突起で速なって colony様集団をつ

くる傾向を示した場所 Lあった．この様なi官；刀、て’lt, 

紡錘形小型細胞の他に 1～数本の’？う，h；；号もつ多角形の

細胞も多く認められた （.W閑人これらの f市分にみん

1た小型納胞は，格養日数の経過と共に細胞の悌子に

多少の~化をきたした． すなわち突起l士多少太くなっ

て分枝すると夕、にその数引何し，細胞休 i).＼.つくらす

ると同時に三角形ないしは多角形と形を変え，他の細

胞との突起による連絡を絶って独立する傾向を呈ーした

のである （36,37図）．培養後7日目頃にはかくして叫

われ 1.:-f'ii,、巨lia性細胞の他に， 明らかに 成抑制と思

われる定型的な＂°＇ tI川内、や口Ii日oden山札、，，.，がれ~

くみられる様にたった．培養1を＇.＇O日IHt’Iiこ及んでは4、

対宮lia性細胞と，Uわれるものは殆んど姿を消し，

fihrob¥a，ド や明らかに成熱せる＂＇ Irrx:¥'lt'＇と思 われる

もののみが残った．なお培養後8日目の Bodianl＇＼：鍛

J;lll';'j本の中lこ，紡錘形の小担細胞にiJ.i:って F 仁川1λ！の

謂う h町 imntalcell tこ形態学上よく似た細胞がみうけ

られた事は興叫、深い（41図 ＇・

〔考察および小揺〕

medu I loblast1 >ma の組織培養所見は従来からかなり

多く報告され，古く lt Kreclel (1929), R11"Pll 8: Bland 

(1933J, Cm等 （J9:l7l等によるものがあり， I&近で

は Lum,clen( 1959. 1963），所 （1959), Kersting (1961) 

Liss ( 1962）等の報告がみ られるが，著者の向験例で

滋出した細胞は RussellS: Blandや Kerちらtin耳の報告

にみられるものとよく 一致した．すなわち滋出細胞は

楕円形または円形の比較的大きいじhromatinに’鼠む核

と，乏しい細胞質とを持つ小さい紡錘形の単概または

々概の細胞で，細い繊細な突起をもって相速なってい

た．ただ IミII伊ell：等は mitosisを否定したが，著者の

例では屡々 mittrtic、figure討をみとめた．

著者が経験したこの腫携の組織培養上の所見でかな

り特徴的であると思われたのは，既述の如く湧出目重傷

細胞が並列状態で欣線状に伸びて行く傾向を示した事

であら．かかる所見は medullりblastrmaの病理飢餓像

に類似の傾向が見られる事を思いあわせる時興味深

い．すなわち medullobla<t<>maでその細胞が屡 小々｝脳

の表面から並列状に伸びている様に見える部分があっ

t~ IJ，また cerel背liar刈 rcomaと言う名称でI可＇－I.ULては

いるけjLどもその実体がおそらくは medulloblaぉtoma 

であろうと考えられている麗場群に，腫場細胞の索状

配列ぶ認められる事実と比較したJf.,¥['f，かかる特別の

配列をと ろうとすろ沼 I如上 p この賭場細胞の一つの~·.f.

徴を示すものである可能性がある．

三竺！電話l~車11轡告書事［！＿；よ＇Jt早川vt坦坦~i: ’·pi:って我
々り聖堂本で岡本： ・ 主竪笠（..！＿%~！が幼（＇，＇ P噴乳動物：J 、1自

『立賀を培養し，外事ll 'j:；＇；壇坦盟主同定記右~~た古里砲と歪

の形態~土：ザ1£-1をb；主 5 類型Lてタ＇た．すなわち従来
かC, meclull口blastnmaが小脳外願粒層に由来する腫疹

であ之、毛 ，＼）.?J!oτし、るがp 両者の培養細胞を形態学的

に比較しこてもそ：の類似性は充分肯定出来る．著者が経

験した m吋u!loblm.tom；‘iの組織府養でい，磁場細胞と

11 される小烈紡~Tu形細胞の昨日1のみならず，屡マ幼新

型の日l山性細胞を11,'1.1'1，成列した aぉtnn・tt.，.やけligtr・

【if'ndnicvh に至ろまで出現した事i士既述の湿りで，！＇，
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る．このιJ：は縄場組織の中に浪花している正，：；r;小脳制1 多（fjlfiで2同，時にけ）／11如、「）分岐したと宍起をもち円形

織に1lr来せるものである可能YI＇！－否定する工 J:1士「I',~＇：な または卵円形の chromatinに川む伐寺そのgr存ノプ中央に

いれ，成熟巨liaよl〕もむしろ未熟の glia性細胞を多 持っていたが，日数の粁過と共に突起は相速なって網

く合んでL、た事実から考えると ine仁lulloblastomaの制II 目を形成しp 正常脳組織の：；＇；望者にみられる様な分化し

胞が glia性細胞へ変化したものとも考えられ石． た＂＇ tro口tれとなり， 5日目頃には multi-polarの t,

Lumsden ( 1963) I土その著，I子の中で杉慌片の全周よ のも多数現われ，且つ大1¥Uで慢が偏在し ge川内川tic

り U~1lJi1＇、に見事に伸びた neurite-like fibersの B川！inn・メ 川、tn 凡、tトを思~ ）寸 f',J；なものも出現LtごI4:i, tG. ・18, 

protargol il'：色による写真を示し， Kersting( 196い等 19. 50図＼，

の研究と比I~々 険討しつつ medulloblastoma の neural b) Cerebral .~叶れ引いm:r

elementに言及している；）；， 本例の初期に観察された 2 f刊について組織培養を試み， l例において腫成細

細胞体の燐出を伴わない pr叩目S目はこの Lum町lenの 胞の滋出を認めた． 1例は大脳皮質下の fibrillary

記載するものと一致する様に.＇ li,i.)Jlる．た円1皮がf＇：，村l 川川、tゎlll"lで，他の If羽Ji：視京交叉部より視床へかけ

片辺縁で観察したと言弓神終細胞と思われるものに， て没，INしていナニF宵々悪性の piloid川

本例でit証明出来な治為つた． 勿論 neu口te-lil《efil背］＼ fご．前者においてIt腫揚籾胞の発育を全く認y，寸J，後

の出現をみたと言ぺ事』士すなわちP 干多植麗E喜組織片の 者にあつてもその千t育l土小脳の同種腰場の場＜了に比し

中に neuralelementが存在した事号如実に物語るもの 著しく劣り，成熟せる見事な川れだyte'はみらtI_ だか

である才、勺しかしそれが腫場細胞そのものに由来する った．同じ astrぽ ytomaでありながら小脳に発生する

のかあるいはまた』重傷に混在せる正常小限i組織にその 場合と大IJ（~I ：原発する場合とではかくも培養上での発

源を発するものであるかは現「Eの段階では断定出来た 育に需を生じる理fill 土p 憶うに小脳の＂＇tr•川tomaは

い. Bailey 等じかつて medul ！けhl"'t•>ma がその中に屡 一般的に言って I個所にH重傷細胞がかたまって腫蕩塊

ケ只pon日iohl川、らしい細胞や neurけhi川、らしい細胞 をつくるのも培養の為に細切した組織片が殆んどす

を含む事実lこl走きF 該瞳場き bi-potentialすなわち glia ベて臆場細胞のみより成るのに対しp 大脳に吃主する

性細胞と神経細胞の両方への分化能力号秘めた腫場で astroc、tom＂にあっては，通常腫場細胞が diff useに大

あると述べたれ，上述の所見より考える時なお多くの 脳組織中に浸潤しており，培養の為の納l切組織片に合

痕例の組織培養法による研究が将来この問題の解明に まれる腫場細胞密度が低い為であろうと！日、われる 11乙

一つの手がかりを与えてくれる 1，のと期待される． 43図 r.

4. Benign Gliomas なお小脳の川川、tom＂は hematoxylin－初日n 染色

ii ←トtnn・t1>1n"(;n,11p でみるとその細胞が屡々がj呼 if三で，豊富な ime fibers 

ιL〕 Cerel予ellar

著者は 3才女リ（.＇］、 IJ1<iIこ発生した＂＇ tr叩ytoma 1例の p《》lareと呼んでいる．こJLに対し Rl問 ell~等はすず二 l 二

組織培養に成功した． 』重蕩の 1f'jfi!l割l結＼f象lt典担的戸L 緒論において述べた様に組織培養の結果からこれが

piloid "'tron·t•旧日で，個々の腫場細胞は小型の丸い astn川怖のみより成る事号証明 L. piloid ,1,tr山 t<>!l1.1

核p 星芭状をなした eosinophilicな細胞質，および豊 と呼んでいるが，著者の祈験したJ・，＇；養所見もやはり定

富なれneglial fibers とより成っていた．腫場は全体 型的な＂＇ tn>C¥ l＜＂＇のみう：みられ， Russellらの意見を

としてかなり血管に富んでいたが，血管貯の変化改殆 支持するものであった．

んど認められず，悪性像~.＇i!.J.1す部分l 士何処lこ f，見当 ii) Olig＜》dendroghoma

らなかった．ただ－，・；1:1ご比較的大きい相、inophiliじた 大脳皮質下に発生した典型的なりligodendroglioma2 

細胞質L 卵円形の偏在した核とを持ち， g~m1中、日什 （羽jの：・t・：養を経験しP 全例において麗場構成細胞の併出

に似た形状壱 1》つ腫場細胞もみられた（ 12閃）． 壱認めた．母組織l: f11JJ.1. ，＇）場合も比鮫的細胞密度の高

培養後2日目から腫場細胞の併出が止力士：J' 5日目 い麗場でp 主として円形，時には卵円形の chromatin

頃から20日目頃にかけて最も旺盛な発育を示し，その に引むかなり大きな核号もち，細胞膜it明瞭であっ

後，日数の経過と共にill行変性に｜；市った細胞が多くみ た．細胞質は多くの場合明瞭であったうH 時に不明瞭

られたが， 60日後においてもなお生存するものが認め f：ものわ， m引nophilicで granularなt.の t，認められ

られた. l持出細胞はその初期においては紡鋸形戸山、し た．この様な細胞は1キ：年 L，て diffu、r な配列を示して
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いたが，非常に血管に箭む結合織により抗争くの、Jn¥トー

け1dにlく分されている様に見えた． 目電場細胞白i’rの多

形性一内終分子1像l土平台んど見られなかったが， じdeified

bodies や，かなり大きい necroticfociが所ヶには受け

られた（ーl-1図）．

この暖鴎の培養成績は Ru,,eJI & Bland ( 1933～ 

1935), C;i1山等 (1935),p円mernt等 (1951,1955)' ;'1h 

川等 (1957),Kersting ( 1961 I. Lumsden ( 1961～1963), 

Li" ( 1962），佐藤等 (1963）等数多くの研究者によっ

て報告されている，仏その結果は必らずしも」致して

いないー 筈行の祈験した症例てずは腫略構成細胞の滋出

は比較的遅し培養後3日目頃より漸く特徴ある細胞

の出現が認めC,Lた．す t;}.）ちi'ii宇出細胞は小砲でP 円

形p 紡錘形または三角形をなし，肉厚の ＇！，~かは相差顕

微政像では周聞に haloをもちP l；本または数本の納l

い突起を伴い，それらは先で分枝して互に連なり，網

目をつくる事もあった. J ；山l》川n 氏法による；~色標本

でみると，個々の細胞の核は円形または卵円形で比較

的大きし尚早1は明瞭で 1～2fl同の絞小体を ιってい

た．かかる細胞はその後も永く生存し， 90日iをにおい

て札多少の変性像号伴ったがなおその形態学的な特例

を7とわなかった． 文献によ tL:;:, .,jj日＜＜rlendr川、tトは

その組織培養において比較的早期に出現しF その活性

今失うのもまた早いと言われているふ，著者の白験例

では2例共文献にみられるのとは全く対洲、的な発育経

過を示した．著者がりIi日odendroglioma の培養でユ！！め

た併出細胞仏形態学的に I¥II吋 IISc Bland. Lumsden, 

Keトting 等の報告例と略々一致し，油）II, L1''・ 内務

等の報告とIれ、ささかその趣を異にしていに なお

Lumsdenは川「ぽytes とりl明 .dendn川te、の相互移行

の可能性について言及し， ne<>pL"til＇出 lf<JC¥'tt'sの突起

が時々。ligodendr川、什、にみられゐ附くな rh,・thmic1erk¥ 

movementsをみせる事：〉ーある事ヲ・：n・ら，＂］ have引 1ggest-

"" that <<It日odenrln凡、tト are probabl、cりnvertedinto 

l、Ir<日 tれ indemyelination.＂と述べているが p この言

はきわめて示唆に富むものと言えよ弓．

iii l Ependymoma 

l 例の ependymoma の組織地養子 W＼.＇~ したが不成

功に終った．

5. Glioblastoma Multiforme 

著脅t土！！庁謂日iant-cell町！日liob1",t<>1rn 1例を合む13例

の戸1,,山J;，、tom;imul↑山rmeについて飢餓府信を弐み，

その全例において腫場構成細胞の悌出J曽嫡を認めた．

ぞjしらの培養所見から巨liobJa,lりIll川に関する問題の焦

／，？.を下記の 4点仁絞り，その九々について考察を加え

てみたい、

i) Patho日開回目について

著者は総計13例の gl1< >hlast< >ma のうち， 明らかに

｛｝、tr<凡、、＼JC<Jri巨in と.＇

とは異る glia性細胞より成るもの 4例の剰l織培養を

料験したつ.，そのあるものは ιl、tr《r、t守系腫1哀と言－う

よりはむしろりligodendrogli《》ma’または ependymoma

に似た組織像を呈していた． a 般にこの耳roupに属す

る腫場1 ：，他の glioma に比して君主かに：•＇，日夜な細胞の

滋出を示しp 培養後24時間にしてJ（＇［に腫揚構成〆守分の

母組織からの併出を認h 3日日頃から25日目頃にか

けて旺盛な吃育を示し， 70日以上終って 1，なお生（［.し

ていみ例も少くなかった. I司：組織を構成する腰場細胞

の多形性を反映して，渉宇t日1細胞は通常 unif

くF利II！］包のII'手T主，核およぴ細胞f雪の性状形態等において

種々Hiミ々 である耳iが多治ミつた．あるものにおいて付司

幼若宮lia性細附のみが瀞出し，成熟型の g_liaは全く

認められず，あるものにおいては山村川tれが主で，

堕i=gt'Jlll中山icastrocy_tes _1：些b けJig＜由ndr岨1とを一
.'i'..＇.わす制 HI日；j~ 1ilj々 に出現するかと .＇G!、えは，またある例

においては逆に astr<>cけれと思われる叱のがきわめて

少なかったり lt:. 

Kernohan等（1919) I士宮lioblastoma を悪性化した

astnx:yte系の腫場と言ぃ， 所らは glia系の幼若細胞

より成る腫場の総指的名称とすべきであると述べてい

るがp 著者の試みた培養例においては t'jl.に；istn川te

系の細胞のみならず，上j占の紅｜く定化に川台所見が観

墾主i.L~. すなわち組織標本の上で astrocytic o叩in

の宮lioblastけma であると ，＇／.！.~ ）れた 8例ではかなり成烈

せ~ a<,tr町、［（＇＇以外に astrれblastsや bipolarの「1庁謂

、p<mgiobJ;i，，，等，所謂 a'1rcn・t1cりriginの細胞のその

組織倍養像の主体となっていた．しかるにそれら以外

の日liohhstnmaでは成熟せる astn川除以外に比較的

小さくて周聞にhaloを持ちP 納lい突起を（＇！＇ってり Jig作

dendro耳lia を，U、わす細胞や， 一見 f1hn》hi川、 lご似るも

それらより小さい細胞でp文献上 ependym江Ic州、では

ないかと思われる細胞も多数出現していた．

iii l手腫協組織の特徴と培養細胞との関係：

著者等は興味ある組織像を 'l＇..した gI ioblastoma l例の

剰l織培養を経験したので此処にその概要を紹介する．

患者は39才男子．左前頭葉皮質下に鶏卵大，階赤色，

境界鮮明な軟かい腫療を認めその全劉を行なった．組

織小川0iこItfi!i々 の配列あるいは形態号もつ glia性制i
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胞より成るII市Ji;;-:,-¥.',mixed glioma ~思わ しめた．

すたわちえる部分においては定別的な ： ， ，tn~. ， － ， ，，，＂＂ --c・ 

九るかの制を呈し，またある所ではりlil(odendrnglioma

をJ払わし，また別の所で、は一見 epend、・moma の様tc

細胞配列をとり，またある所では幼若未分化 glia性

細胞の集団のみが認められた．この麗携の組織培養で

( －~.幼若Jf,~の＂＇tr• >l'¥ l ＜－＇と所言問、1~111g 1 <1hl川、 と形態予

的に類似した紡錘形の細胞のみが出現し，成熟型の

gha細胞は全く認められなかった．従つて我々ltこれ

を日liolコla』．、t

断しP 何故一見 mixed日liomaの様に見えたかについ

て険汁した． （神経研究の進歩， 第 9巻第 1号参照）

この例の様にft：下顕微銘でF重々 の盟都像主主2僚にみ

孟る1重傷t,, ~定は出堕句旦旦iforin エ主豆重が；＊.Jl織培
養を試みた結果判明した．我引 tかくの如く車郎議培養

法が診断の補助手段として，一つの鍵を提供し うる場

合もある事を示したのである．

巷間 mixedgli《＞maと謂う語が屡：".i州五にわl：われる

が，詳細に検討してみると同じ細胞でも傑本f'I1戎誌「｜

の違い等によ り院しく変形する ι！；があ りp ある場合に

は川tn川t~ 右司令も ol i日目Jendro巨lia の桜れこみえ た り，

また epend、m；ιiicell の如くにみえたりする事すらあ

る．上述の我々の報告例はそう云った川tt'f;ic・tによっ

て誤って！？持附される mixedgliomaと言う止の戸かな

り多いのではなかろうかと云ろ＇）みを示したの である．

そして 3らに3 そ「云った場合の説明に事ll机J；＇；養法が

有力な手段の一つである事を強.：：1;1した．

1111 片岡.died(;,;int-< ・,・lied Glioblastoma 

答者は所言問 giant-celledgl川》｜川rnnal例の組織縫義

をfIった小，その所見は次の如くであった．すなわち

』重傷細胞の滋出はきわめて惑し培養後7日目頃より

漸＜ /l'｛発的に fihrけbl川、中に出現しp その傾向l:50日

目頃ま で変らなかったが，全培養経過中を通じて一度

も腫疹細胞の旺盛な発育がみられずP fihrohl;H、の間

に所々＇＇i~ · ( iご号、す如き異型の細胞の出現がみ：，れたに

すぎない（51～53図人 1lt’dにおいて，i11に値いするの

は，著者が経験した日linhlastomaの培fj1;dZifJに旺盛な

包i~＿佳塑盟企出旦発宣を理喧主生主p 本例のみには全
く日I i河内納l胸と思われるもののWI輔が .~？められ － 1' , ':' 

らに また本「制lにみられt:'1"'.・'¥'.IJ〕主11111:>J, I'~ ＇他の Klirn1mの

培獲で全くみら上々かったと三 1ι｝＇；であ る．

所言問日間nt-cぞII町igliohl山！≪Ill：！につし、ては従来よ り

Ru割引I8: Ruhin,teinに代表される glial••ri日川説と，

Zi.ilch, Kernけhan等の主張すろ、；1rcoma税とが対立し

ていた．しかし ながら，＞J!：山・福光 11%11の屯子顕

問符的制祭によ り， かくのlllfく論争の絶えなかったこ

の種の腫壌には実は2つの別が丸る事が明かにたっ

た．両者は一見非常に類似しているがp よく 観·~－＇.して

みると形態の上でも，また G川町染色の ヒでも， 明

らかに；Fがあり p 更に電子顕微鏡的にはー万：±純然t:

る glialcell>より成I）， 他方は細即座望より佳織性線

維が婚生している mesenchymalt11111or である事が証

明されたのであろー！，害者が組織培養を試みた1日間：, 

lie・ mat川、lin-eosif)染色の上でも， Gitterij＇色の r.."(-i, 

明白に後者に属した この事は矯養の経過中に他の

gliomaの繕養でみられたも告な明瞭なglialcell、の鳩生

を全く l認めなかった事実と よく一致する．

iv) GI川，1出 tomaの多核巨細胞について・

著者の培養した日，，，，J,J;i,1<>111'1の中に l例，特に多く

の多核巨細胞を含む症例があった．すなわち22才男子

の松果休附近より発生した純必でp 組織ヴ的に』工かな

りザ；［・；t, glial ground substance を1つ細胞密度の高

い glio伊noustumorで，腫疹細胞はきわめて変化に宮

みP 無数の多核細胞がその全般に亘ってみら11 るのが

その特徴であった．その多くは数値I以上の被を持ち，

核の形は卵円形ないし多角形， 細胞質は中等度，血管

l ご市みp 十客分史f象ならびにj衷死像コ込町E所にみら~ 1. t:. 

組織培養では培養24時間後にすでに2t，いし数悔の突

起を hった紡銀形の小さい日lia性細胞が干名植片の金

問より活i震に出現し 放線状に 旺店長な発育を示しつ

つp その突起ltやがて相連たって網目を形成した． 3 

日目！：ftにはかくして瀞出した小型の細胞がp 徐 に々ーた

小不同の多角形の細胞にその形を変えると共にF 互の

連絡守絶ちつつばらばらに発育し的めた．この頃より

楕円Ifるのf'?ii；！：所々 にくびれを生じ，それが分裂して 2

～数fi,IJの 慨をもった細胞が多く認められる様になっ

た．時日の経過と jl~：ご院の形は より不規則と なり，多

核細胞もその唱えを増し，細胞白体も多士、たきくなり多

核巨細胞と云う名に ふさηしい形態をとる 様になっ

た.-I 週目を越す頃よ り， その発育は次むにおとろえ

始め， 退行変性を示す細胞の数も徐々に増えた．かく

して出現した多綴巨細胞の核にlt，不規則に分業して

いる ものもかなりあり p 且つう｝Iたのー却がご く納lい茎

をもって辛うじてつながっているもの，また中にはそ

の .: );•>;jfれて別個に独立してイf-在する被 t_, ；＿，った．

これらの多核細胞においてみられた械はp 般 のそ弓

でなし、刊Ill］；：！の防lこくらべて小型であった 峰疹細胞は

令般的にみて，山trnn・tp系のものであり ，しかも所絹
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ーた分1じの車｜｜｜胞 と ち 弓 べきもので乞ったほ l ～~C) I刈＼

中井は a<tnx・, teにおける多核形成機序を i穴の 3Jfi~ 

l二分類している． すなわち I) mitntll' or amitot1c 

nuclear divi剖＂＂ without cell di、川on. 2) multipobr 

mrt<>-i< <>f the nucleus follc川肝iby a smaller number【d

c、topI川micdi、i"on只 およ び 31川n仁川iumof mono-

nucleated cell、である． 上述の所見よ りみて，費者の

経験した gliobla,toma における neoplastic'"tr，川、lt>：、

！こ主られ7こ多骸細胞は，＇.＇ I型！oticdiv印on空lnuclei t; 

主2主.:2.i~tたもの三あり－’先！＝述べた旦1_nealoma

における場合とは異って， cell fusio~ の所見は全 くみ

られず， さらにまた士官養細胞であるから周囲に様＜｛組

織は存在せず，従って壊死組織に対する反応性細胞で

ある と言う考えも全く否定出来ら すなわち細胞1・1々

が始めから多核とな り得る potential を持っていたも

のと忠われる．

IV.総 括

1) 持者は京大荒木外科において刻出した頭近内腫

m；の中39例を選仇そのうち36例の組織培養に成功し

ナー．
2) 嫌色素性脳下垂体腺臆の培ーをにおいては，m出

細胞に3通りの配列を認め，これらと！、川和必組織の細

胞配列の特殊性との聞にかなりの類似性を課、九 二1

を指摘した．

3) pinealornaの斑I餓培養ではf刊電傷組織にみられ

る 2 種類の突った細胞の発育を .~~.. 1＇），大型細胞に多骸

日細胞を形成する著明な傾向がある事を観察した．す

なわち多核巨細胞じ大型細胞の amitolrc di,・i>ion と

cell fu,ionの両者によって形成される僚に忠、われた．

さらにE常の幼若噛乳動物の松果体組織を培養する事

により，その実質細胞が pinealomaの大型細胞とかな

り類似しているの号みた．また怯果休部位より発生し

た pin白loma と視京交え却の ectopicpinealoma とが

少くとも組織培養の上では同じ形態.'it・怖を示すもの

である事を指摘した．

IJ m町lulloblastomaの熔養細胞は，!t;/J若時乳動物の

小脳外矧粒層号構成する細胞と形態学的に類似してい

た．培養において neuritebl’宍，UのII:＇，現および幼若性

glia細胞の刷帽を認めたが， ：れが！馬場~Ill胞に 1=!1来す

るのか，あるいは混在している小脳正常組織による 1》

ので£るかは明瞭でない．

~I 小脳の astn>n・tりma および大脳の のligcxlendro・ 

宮liomaの組織培養ではかなり純'i'i'fc＂叶川、 t白あるい

l土＜＞ligcxlendr仁川怖の；＆Ill＇，に成功したが， cpendymoma 

の培養は不成功に終った．

6) 日lioblastomaの組織培養においてlt, fUlの耳homa 

の場合に較べてきわめて旺礎な賭場細胞の瀞出を見，

しかも樽奇跡目胞は 未Jiltょglia性細胞を主fj;としてい

た．しかし中には成列した astroc¥'tれや他の glia性細

胞を多く合じもの まで多様性を示した．多核巨細胞の

出現を屡々認めたが，それらは ；11nitotic《Iivisionによ

って形成3れ，細胞自（1；、にその p<>tential を潜有する

事実が観察された．

71 所謂giant-celledglioblastoma l例の組織培養を

料験したが， glia性紛l胞の出現を全く認灼なか「た．

稿を了えるに臨み，終始懇篤なる御指導をたまわっ

た外科学教室荒木千里教綬，景山商樹講師及び解剖学

教室岡 弘辺縫教tふニ深〈慰謝致します．叉組織~~＇； i1E室

の利用主ピ快よくおJ'Fし下さいました解剖学教室::r;;.・誠

停の諸先生方にあっく御礼申しあげます．
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chromophobe pituitary adenoma ー1ー

1.--3. 腺腫組織像 1. 6. 位相差顕微鏡像

図 1 diffuse type ( H. E.) 10×40 図 4 にhf川崎 arrangement培養後 3日目 10×40 

図 2 sinusoidal type ( H. E.) IO×40 図 5 colonial arrangement培養後9日日 lOx100 

図 3 仰 pillaryl¥p: 1 H. I・:. ' 10×40 図 6 rnrd-like arrangement r；＇；的支7日目 IO× IO 
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chromophobe pituitary adenoma - 2ー

7「 1:2. 培養像

図 7 diffu、rarrangement I J ;ic付加】n) 10×40 図I0 cliff use arrangement仁lac＜＞！附川 ｝ 10×100 

．‘ 

図 8 colonial arrangement (,lac<>b＂ 山 I lOx 40 図11 colonial 

図 9 り •rd ）伏配列→腺様構造を＇l.す f位村｜主主） 図12 cord-likヒ ummgementI .L1rnl""" 1 
J~；－ lrnよ l 己 日 ~I 10×100 ］（〕×100
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two-cell pattern pinealoma ー 1ー

．． ， 

... 
・’．． 

・声
~ 

図13 組織像 15×20 I H. E.l 図16 屠養後 8日間 r .L1c,,hs"11 I 10×20 

図14 組 織像（多核巨細胞あり 10 X-10 

<H.E.J 

図15 培養後 5日目 I J aci 】h~on I 

大 ・小細胞及び fibroblasts

10×10 

大・小細胞の pattern寸示す．

図17 培養後 8日目 I Jac,,h，、IJl1)

小細胞の強砿大

図18 培餐f乏 6日目 Ua仁4》l】、

大型絢胞の nn、it《｝ticdivト川1

IO×100 

・1
ー
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two-cell pattern pinealoma 2ー

図19 培養後 17日目 （位相差）

大型細胞と多核巨細胞

15x10 

図20 培養後 15日目 U"colH川） 10×40 

cell fusionあり

図21 培養後 22日目 「Jacobson) JO×20 

大破多核巨細胞

図22 19の Jacobsonq~色 f~＜

図23 土台養後 11日目 ’］ac小目。n) 10 x 40 

大捜細胞の融合像

図24 培養後 17日目 （位相差）

大担多核巨細胞

JO×20 
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pineal bodies 

~：；. ～二／. kitten pineal bod、 28.～30. calf pineal hody 

図25 kitten pineal h"'I、組織像 CH.E.〕 図28αIfpineal hr>Cil組織像（H.E.〕
15 x 20 15 x 20 

図26 培養後 17日目 （位十日差） 15×20 図29 培養後 14日目 （位相差） 15 x20 

図27 培養後 12日目 （位相差） 15 x40 図30 培養後 21日目 （位相差） Li×40 
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medullobl剖 toma - Iー

図31 組織像 （H.E. I 10×10 

図32 組織像 （H.E. I 10×ー10

， 

． ． ， 

図33 Jf；議後斗7日目 ＇－＇＂＂＂＇山Ill 7×10 図35

ず
ー

ー

' 
． 



組織Ji；産法による ril'i ぷ 1l~ijifli;jJ) (j然 357 

medulloblastoma 2ー

培養燐出細r11辺

図36 培養後 8日目 （位相差〕 15×－10 

小型腫場細胞が未熟 gliaの様な形をと

り始める．

図37 培養後 8日目 （位相差）

細胞が多少変形を示した部分

15×40 

図38 培養後8日目（位相差）成熟 aotr<川 le

15 x40 

図39 培養後 8日目 （位相差） 15 x 10 

分化した glia性細胞p おそらくは

,,Jig•Klemlro1gli;i であろう．

図40 培養後 8日目 fBodian) 

immature glialぽ II、
7×100 

図41 培養後 8日目 (B，対1;inI 7×100 

hori罰則ta!cell (Cayil）によく似た細胞
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1:2.～-11. 組織像

図43 cerebral ιト tn引 いma 1 t十E.1

図44 oligodendrogliuma (H. E. 1 

日本外科宝函包＇~3~ ；，，~第 2 号

benign gliomas 

JO×10 

10×10 

-!5.～ 11. 培 養 像

図45 "'tn x:ytomaの培養後 7日目（位相差）

15x10 

図46 10日目 （位相差）

15×20 

図47 4.Jの培養後 1-1日目 t位相差） 15×40 
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48.～50. 培養 ＂＇tr川、tれ の係寸 云l～53. so-called giant-celled gliobl剖 toma)

図48 培養後 12日目 i.J川 i}N >11 ) 7 x40 図51 組 織像 1H.E.1 JO x 10 

図49 培養後 10日目 (f"I.相手｝

典型的 品川川内・

図52 組 織像 Il.1t附 j

15 x40 
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図 5×40 図53 培養後 20日間 （位相差〕 15 x 40 
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多妓巨細胞を多く含む Gliohlastoma

図54 組織像 rH.E.l 7 x40 

図55 培養後 17日目 （位十11:•,c:1 10×40 

． 
図56 Jif釘を 7日目 I Jami〕川1I 7X 10 

絞りたきさ性状とも変化lご＇1,;;:1;

図57 培養後 30日目 I Jacobson I 

車問い茎でつながった核がある．

図58 培養後 49日目 （）ι旧ふりIll

核の分葉あ IJ

図59 培養後 36日目 （位相差）

伎の部分鉱大官民

7×40 

7×10 

10×100 


